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並　　　列 特性一特性 状態一状態 異・同
前　　　提 特性一特性 状態一状態 異・同
先行事態 霧灘 状態一運動 異・（同）
先行原因 状態一運動 異・同????
条　　件 特性一特性 状態一状態／繰り返し 異・同
根　　拠 特性一判断 状態一判断
?
注　　　釈 特性一状態／運動／繰り返し 状態一状態／運動／繰り返し
?
関　　係 i醐騰名詞述語
???
原　　理 特性一運動 へ嚇
?
評　　　価 特性一運動
?
副　状　態 蹴 状態一状態／運動
?
　動詞の中止形の用例に多い《先行事態》《先行原因》《酬犬態》の先行・後続句節は，ともに時
間軸上のデキゴトが述べられる時間的な関係である。これらは主に時間軸上のデキゴトを表すと
いう動詞の性格によっている。これに対し，主に特性や状態を表し，運動を表さない形容詞の申
止形が〈先行事態〉を表す例はごくまれである。ただし，感情形容罰という，時問軸上のH常と
は異なる状態を表す形容詞の中止形が〈先行原困〉を表す例は，多く出現した。《先術事態》《先
行原因》の後続述語は，運動を表す動詞である。人の具体的で臼に見える状態や運動に伴う副次
的な状態を表す形容詞の中止形が〈副状態〉を表す例もある。〈副状態〉を表す中止形は文末動詞
の表す運動を修飾する成分に近づいているが，主体の状態を表している点で，述語としての機能
が残っている。主体は常に岡一で，後続句節の述語は運動や状態を表す動詞となる。
　形容詞は特姓を表すため，先行・後続晶晶の聞に，非時間鮒な関係をもつ例が多く存在する。
《条件》には，先行旬節において述べられた特憔から後続句節において述べられた特性が想定でき
るという特微的な例がある。また，形容詞文に「評価者」が存在することにより，動詞では指摘
されていない《注釈》《解説》《評価》の例が多く現れる。《注釈》の中止形には述語性も残るが，
これらの先行句節は陳述成分に近づき，文中で述べられるコトガラは，後続述語の表すコトガう
みとなる。先行句節がコトガラではなく，語り手の判断を表しているからである。このため，こ
れらの例では，先行・後続句節を入れ換えると，後続句節が判断を表す《根拠》の例となる。
　動詞の中止形にこれらの例が少ないのは，動詞文が「評価者」が存在しない客観的な描写を主
とするためである。しかし，吉類（1996）があげる「罵って～と言う」「誉めて～と話す」など，語
27
り手の価値判断を表す動詞の中止形が〈注釈〉を表す例もある。また，関係を表す語は贔詞を越
えて存在するため，動詞や述語名詞の中止形がく関係解説〉を表す例もある。渡辺（1971）がf解
説の誘導成分」とした「体格は父に肖て頑丈だ」は，動詞の中止形の《関係解説》の例で，「父親
似で」と述語名詞に変えても岡様である。ただし，形容詞の中止形には，「…より～く／くて」と
いう比較表現によって関係を述べる形容詞の中止形が〈関係解説〉を表す，特徴的な例がある。’
　最後に，中止形を含む先行句節の従属度について述べておく。動詞の中止形の場合，仁田（1gg5）
によれば，《副状態》の先行句節がもっとも従属度が高く，《先行事態》《原凶》《並列》の順に低
くなる。形容詞においても《副状態》の先行句節は修飾成分に近づく点で従属度は高く，南
（1964）のA段階にある。《並列》《前提》は先行・後続句節が互いに独立して別のコトガラを述べる
という意味で先行句節の従属度は低く，C段階であり，《先行事態》《原因》の先行八節は中間的
で，B段階である。《注釈》《解説》《評価》の先行句節は，後続句節と別のコトガラを述べず，別
の主体もとらないという意味では，主節である後続句節に対して従属度が高い。ただし，語り手
の心的態度を表すという点ではC段階となる。さらに，「語り手が聞き手に対して」注釈，解説し，
評価を挿入するという意訳で，これらの先行句節はD段階のものであるとも考えられる。形容詞
は「評価者」である語り手の心的態度とコトガラが未分化である点が動詞とは異なっているため，
中止形を含む節の従属度も異なると考えられるが，最終的な結論は，後続句節の述語がモダリテ
ィ形式をとる例を考察に加えた上で明らかにしたい。陳述成分になるという従属の方向性をもつ
先行句節が，語り手の主観を表す形容詞の中止形を含む複文に多く現れることを指摘する。
　本稿では，形容詞の；髪嗣性がその中止形の表す関係的意味と深く溺わっていること，中止形の
全体像をとらえるためには，中止形となる語の晶詞毎に用例を検証することが必要なことを明ら
かにした。時間軸上の運動を客観的に表す動詞と，時間とは無関係の特性や時閲隼lll上の状態を語
り手の主観を交えて表す形容詞の晶詞性の違いが，それぞれの中止形の表す関係客意昧に反映さ
れている。と同時に，非典型的な例も含めると，表す関係駒意味は言詞の違いに関わらず，かな
り重なっていることもわかった。中止形となる語の語彙的意昧が，品詞の違いを越えて関係的意
味の成立に関わっているためだと考えられる。どのような語彙論意味をもつ語の中止形がどのよ
うな関係的意味を表すのかという，それぞれの個別的な考察は，本稿では部分的にしか述べるこ
とができなかった。別稿において，改めて述べることとしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　移行した中止形の例は，陳述副詞のゼけっしてjfしいて」など，接続詞の「したがって」「つ
いで」など，後置詞の「（に）よって，ついて，（から）みて，して，いって」など。これらは，
動詞のヂ決する」「強いる」「従う」などのもつ語彙的意味を尖っている。また，動詞としての
「見る」「する」屠う」は，語彙的意味が全く異なっているが，後置詞「（～から）みて，して，
いって」は，ほぼ同じ意味を表している。高橋（1983）は，機能が変化すると意味も変化すること
を，このように説明している。
2草薙（1978）の点点提供者」，山岡（2000）の「経験者」もほぼ同じ概念を指している。
3主語が明示されない例もあるが，本稿では何について述べられているかを考慮し，述べられて
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いるモノゴト（ヒト，モノ，コトなどを含む）を「主体」とする。
4述語名詞の申止形に，状況一状況下の運動という順に述べる例が非常に多く存在することを津
留崎（2002）において述べた。形容詞の中止形は《前提》の例が少ないが，状況一状況下の運動と
いう順序の例は，数取存在する。
5　仁田（1995）は，「〈起因的継起〉における継起性では，事象出現の始端に対する継起性が存して
おれば，事象そのものの岡存性が許される。」として，「ラリーが少しおなかを壊していて元気が
ありません」のような岡蒔関係の例は〈起因的継起〉に含めている。岡時関係の例は，（48）のよ
うな特性同士が因果閾係をもつ《条件》の例と《先行原因》との申間酌なものと考えられるが，
変化の結果状態を表す動詞と異なり，形容詞の中止形の例では，先行・後続句節のコトガラには
先後関係が認められないため，本稿では岡時関係の例を《条件》に含める。
6文末にモダリティ形式をともなう例も含めると，推定・断定の根拠，とるべき行為に対する判
断の根拠の例もある。本稿では文末が雷い切りの例のみを扱った。これらについては津留崎
（2002）を参照されたい。
7「陳述」を文の叙述内容に対する語り手の態度とし，文中で陳述を表す成分（語や句，簾）を
「陳述成分」とする。
8述語名詞やナ形容詞の中止形には，このほかに後続句調に対する語り手の判断を挿入する《判
断解説》の例がある。詳細は，津留崎（2000，2001，2002）を参照されたい。
9この文も，関係解説の例である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　This　stt｛dy　presents　the　re｝ational　meanings　of　precediRg－clause，　whiclt　include　chuushi－kei　of
adjectives，　toward　a　f（）llowing－clause　by　classifying　the　relatioRal　meanlngs　into＜para至lel＞，＜promise＞，
くpredicating－even翁，＜cause＞（＜preceding－cause＞，＜condi盤on＞and＜grottRd＞），＜o滋玉ine＞，〈comme飢〉
（＜comment　on　relation＞and＜com斑e飢on　principle　of　phenomena＞），＜evalgation＞and〈incidental－
coRdition＞．
　　　These　relational　meanings　arise　from　the　following　feabures　of　adjectives；
　　　　（1）　An　adjective　sentence　expresses　not　only　a　property，　a　re｝ation　ane　a　coRstant　exiseence，
　　　　　which　are　classhied　as　a　constant　feature，　but　also　a　state　and　a　temporaty　existence，　which　are
　　　　　classified　as　an　event　actually　occuiTing　in　a　time－scale．　However，　it　does　not　express　ar｝　action
　　　　　that　is　expressed　by　a　verb　sentence．
　　　　（2）　ln　an　adjective　sentence　the　subjectivity　of　a　speaker　is　usually　expressed．
　　　　（3）　An　adjective　has　relativity　in　its　own　meaning．
　　　　From　these　features　of　adjectives　arise　several　dfierences　from　chuztshi－kei　ofverbs．
　　　　First　of　ai1，　from　the　above　feature　（1）　，　there　arise　few　examples　of　〈preceding－event＞　in　sentences
uslng　chuushi－kei　of　adjectives，　many　of　which　are　iR　seRtences　usiRg　chuushi－kei　of　verbs．
　　　　Secondly，　from　the　above　feature　（2）　，　there　anse　adjectives’　characteristic　relatiofial　meanings，
namely＜outliRe＞，＜comment＞aRd＜evaluation＞．　Those　are　rarely　found　in　sentences　uslng　chzaushi－kei
of　verbs．　Preceding－clauses　which　iRdicate　these　relational　meanings　express　speakers’　attitude
toward　the　proposition　of　tiie　sentence．
　　　　Fina玉ly，　preceding－clauses　which　indicate＜comment　on　re圭ation＞have　a　comparative　expression．
This　aiases　from　the　above　feature　（3）　．
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